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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

目標

幼稚園

該当無し

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

耐震化率（％）



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備内の屋内運動場の非構造部材耐震化工事と共に平成２６年６月及び７月に２度の入札を執行したが不調
となり、設計見直しを余儀なくされ、非構造部材耐震化工事を最優先するため、トイレ工事を設計から除き入札を執行したため実施できなかった。

該当無し

計画どおり実施できた。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

災害時における児童生徒等の応急避難場所としての必要な機能が発揮できるよう、校舎等のガラス飛散防止対策及び屋内運動場の非構造部材耐
震化（吊り天井の撤去、照明器具等の落下防止）を実施し、学校施設における安全性の確保を図り、施設環境の整備ができた。
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施設整備計画に計画した防災機能強化事業については、計画どおり実施できた。学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場であ
るとともに、災害発生時には地域住民の避難場所となる重要な施設であるため、本市においては、今後も非構造部材の耐震化や防災機能の充実を
図るため、計画的かつ効率的な施設整備を推進していく。また、今回実施できなかったトイレ工事については、早期に実施できるよう今後も継続的に
予算要求していく。

平成２７年４月２１日に、本市教育委員会において事後評価を実施した。事後評価シートの内容については、本市ホームページ上で公表する。

事後評価の時期及び方法について

事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について


